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要旨：宮城県に分布する中部ジュラ系～下部白亜系唐桑層群と中～上部ジュラ系橋浦層群から松井祥高氏（東海
化石研究会）が長年かけて採集したアンモノイド化石標本91点で構成される松井祥高コレクション（以下，松井
コレクションと呼ぶ）が，2018年に九州大学総合研究博物館に寄贈された．本研究では標本整理とリスト化，お
よび全標本の写真撮影を行った上でデータベース化した．松井コレクションは気仙沼市の唐桑層群綱木坂層と同
市同層群の磯草層，石巻市の橋浦層群長尾層の３つの地層から採集された標本からなる．中でも，綱木坂層産ア
ンモノイド化石は最も標本数が多く88標本からなり， ６科９属 （Sonninia sp., Witchellia sp., Cadomoceras sp., 

Strigoceras sp., Stephanoceras sp., Normannites sp., Emileia sp., Holcophylloceras sp., Nannolytoceras sp.）および，属あ
るいは科レベルの所属が不明の５つのタクサ（Ammonoidea fam., gen. et sp. indet., Sonniniidae gen. et sp. indet., 

Haploceratoidea fam., gen. et sp. indet., Stephanoceratoidea fam., gen. et sp. indet., Calliphylloceratinae gen. et sp. indet.）で
構成されていることがわかった．磯草層産の標本は Thurmanniceras sp.，Substeuroceras sp. の２標本からなる．長
尾層産の標本は Leptosphinctes sp. の１標本である．綱木坂層産標本の採集地点を現地調査したところ，林道の法
面工事のため追加標本の採集が困難であることがわかった．このように松井コレクションは資料価値が高く，今
後，標本閲覧や他機関の標本との比較研究等で活用されることが期待できる．本研究で作成したすべての基礎デー
タおよび画像データは，九州大学総合研究博物館のホームページのデータベースに公開しており，誰でも研究閲
覧可能である．

キーワード：�磯草層，唐桑層群，ジュラ紀，綱木坂層，データベース化，長尾層，白亜紀，橋浦層群， 
バジョシアン階

はじめに

宮城県気仙沼市に分布する中部ジュラ系唐桑層群綱木

坂層は，日本で数少ないバジョシアン階のアンモノイド

化石が産出することで知られる（例えば，Sato, 1956, 

1962, 1972; Takahashi, 1969）．しかし，綱木坂層はもとも

と化石の産出頻度が低く，近年の露頭条件の悪化も相まっ

て，まとまった化石標本群を保管している研究機関は少

ない．そのため，2000年代以降、本層の古生物学的，地

質学的研究はあまり行われていない．そのような中，2018

年に綱木坂層産の標本を主体とする宮城県産アンモノイ

ド化石コレクション91点が東海化石研究会の松井祥高氏

より九州大学総合研究博物館へ「松井祥高コレクション

（以下，松井コレクションと呼ぶ）」として寄贈された．

松井コレクションは，綱木坂層産の標本の他に中～上部

ジュラ系橋浦層群長尾層産の標本１点と，ジュラ系／白

亜系境界付近の唐桑層群磯草層産の標本２点を含む．こ

れまで，長尾層からはバジョシアン階～キンメリッジア

ン階を示すアンモノイド化石が報告されている（加瀬， 

1979）．また磯草層は上部ジュラ系チトニアン階から下

部白亜系ベリアシアン階のアンモノイド化石が産出する

ことから，ジュラ系／白亜系境界を含むと考えられてい

る（Takahashi, 1973）．いずれも当時の北西太平洋地域に

おけるアンモノイドの多様性や生物地理を理解する上で
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重要である．

そこで本研究では，松井コレクションを研究利用可能

な状態にするべく，標本整理およびリスト化と全標本の

写真撮影を行い，それをもとにデータベース化した．同

時に，採集地点の現状確認のため，現地調査を行った．

本報告では，松井コレクションのアンモノイド化石が産

出した唐桑層群綱木坂層と同層群磯草層および橋浦層群

長尾層の地質概要と産出化石についてまとめ，次に標本

整理の手順および結果，最後に松井コレクションの学術

的な意義と課題についてまとめる．

地質概要と産出化石

１）唐桑層群

宮城県気仙沼市の大峠山や唐桑半島に分布する中部

ジュラ系～下部白亜系の唐桑層群は下位から，小鯖層，

綱木坂層，石割峠層，舞根層，小々汐層，長崎層，磯草

層に区分される（Takizawa, 1985）．綱木坂層は主に黒色

砂質泥岩より構成され，本層上部では砂岩層が発達して

いる（奈良ほか， 1994）．本層からは数多くのアンモノイ

ド化石（例えば Stephanoceras cf. plicatissimum，Sonninia 

cf. corrugata，Pelekodites （Spatulites） spatians，Pelekodites 

cf. pelekus，Otoites sp.，Strigoceras cf. languidum）が産出

しており，本層が西欧標準地域における中部ジュラ系バ

ジョシアン階の Otoites sauzei 帯に対比されることが知ら

れている（Sato, 1972）．ただし近年，Howorth（2013，

2017） では Pelekodites 属は Witchellia 属，Otoites 属は
Emileia 属のジュニアシノニムとして扱われるなど分類が

再検討されており，綱木坂層産のアンモノイド化石も分

類を再検証する必要がある．また，アンモノイド化石の

他に Inoceramus karakuwensis や Inoceramus cf. lucifer など

の二枚貝化石の産出が知られている（Hayami, 1960）．

同層群の最上部に位置する磯草層は主に黒色砂質頁岩

で 構 成 さ れ る． 産 出 化 石 は ア ン モ ノ イ ド 化 石

（Substeuroceras sp.，Thurmanniceras isokusense，Kilianella 

sp.，Olcostephanus sp.，Berriasella  sp. など）（Sato, 1958; 

Takahashi, 1973） や 二 枚 貝 化 石（Parallelodon 

（Torinosucatella）kobayashii，Entolium kimurai な ど ）

（Hayami et al., 1960）が知られている．本層の下部から上

部ジュラ系チトニアン階を示す Substeuroceras sp. が産出

し， 上部からは下部白亜系ベリアシアン階を示す
Thurmanniceras isokusense などのアンモノイド化石が産出

することから，これらの化石産出層準の間にジュラ系と

白亜系の境界があると考えられている（Takahashi, 1973）．

２）橋浦層群

宮城県石巻市橋浦地域に分布する中～上部ジュラ系橋

浦層群は下位から，中原層，長尾層に区分される（加瀬， 

1979）．長尾層は主に砂岩部層と頁岩部層に分けられ，こ

れまでに多数のアンモノイド化石 （Otoites sp.， Normannites 

sp.， Stephanoceras sp.，Garantiana sp.，Leptosphinctes sp.，
Kepplerites sp.，Hecticoceras sp.，Taramelliceras sp.，
Kranaosphinctes cf. matsushimai など）が報告されている

（加瀬， 1979）．また，本層の下部からはバジョシアン階

を示すアンモノイド化石が産出し（例えば Otoites sp.，
Normannites sp.，Stephanoceras sp.，Garantiana sp.，
Leptosphinctes sp. など），上部からはキンメリッジアン階

を示すアンモノイド化石（ 例えば Kepplerites sp.，
Hecticoceras sp.，Taramelliceras sp.，Kranaosphinctes cf. 

matsushimai など）が報告されている（加瀬， 1979）．

試料の状況と調査・整理方法

松井コレクションは，2018年10月25日に東海化石研究

会の松井祥高氏により九州大学総合研究博物館に寄贈さ

れた．寄贈当初，すべての標本は緩衝材シートにくるま

れた状態で衣装ケースに保管され（図１a），一部の標本

をくるむ緩衝材シートには松井氏による同定結果のメモ

が記入されていた（図１c）．その後，著者らにより2018

年から整理が開始された．採集地点の露頭状況の確認の

ため，綱木坂層産標本の産地である宮城県気仙沼市大峠

山で2019年～2021年にかけて地質調査を行った．当該地

域への無断での入林および化石採集は原則として禁止さ

れているが，この調査については，宮城北部森林管理署

および宮城県気仙沼市教育委員会の許可を得た．標本整

理は以下の手順で行った．

１�）整理番号（MY: Matsui Yoshitaka）の付与：標本を識

別， 整理しやすくするために整理番号（MY-001，
MY-002・・・）を付与した．

２�）レプリカの作成：外形雌型の標本に対して歯科用ゴ
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ム質弾性印象剤（EXAFINE PUTTY TYPE）を押し当て

て殻の外形レプリカを作成した（図２g）．

３�）分類の再検討：最新の研究（主に Wright et al., 1996; 

Schweigert et al., 2007; Howorth, 2013, 2017, 2020; 

Hoffmann, 2015; Énay and Howorth, 2019）に基づき松井

氏の同定を再検討した．

４�）ホワイトニング撮影 （図版１– ５）：表面のコーティ

ングには，塩化アンモニウムを用いた．ホワイトニン

グ撮影すると殻口縁の形質が観察しづらい標本はカラー

で撮影した （例えば， 図版２， ９–13；４， １– ３）．標

本撮影には，Nikon D850デジタルカメラおよび Micro-

Nikkor 55mm F/2.8S レンズを使用し，色調補正などの

画像編集の際には Adobe Photoshop 2023を用いた．

５�）九州大学総合研究博物館の登録番号（GKP: Geological 

Kyushu Paleobiology）を付与：登録番号は主に公開デー

タベースに表示される正式番号である．各標本を近縁

種が近い番号になるように九州大学総合研究博物館の

登録番号を GKP 00017から順に付与した．また，標本

のなかには，内形雌型や外形雌型，レプリカがある場

合がある．その際は順に a， b， c を数字の末尾に追記し

た（例えば， GKP 00026a， GKP 00026b， GKP 00026c）． 

６�）標本の基礎情報の電子化（表１）：登録番号，整理番

号，標本名，産地，地層，地質時代，採集日（作成日），

採集者（作成者），松井番号（標本の母岩に直接記載さ

れていた番号），備考（松井氏のメモ）をMicrosoft Excel

を用いて電子リスト化した．

７�）標本ラベルの作成（図１b）：標本の基礎情報を標本

ラベルに表示し，化石がくるまれていた緩衝材シート

の松井氏のメモの部分を切り出したものとともに

チャック付きポリ袋に同封した（図１c）．

８�）コンテナラベルの作成（図１d）：標本を利用しやす

くするため，標本を収納したコンテナ自体にも番号を

割り振り，必要な情報をコンテナラベルに表示し，コ

ンテナ内部を見なくても外から識別できるようにした．

９�）標本写真撮影（図２）：データベース用として①内形

雌型標本・外形雌型標本・レプリカ・ラベル・メモの

全ての写真（図２a），②内形雌型標本とラベル・メモ

の写真（図２b），③外形雌型標本とラベル・メモの写

図１　松井コレクションの整理時の写真および画像データ．
a，寄贈された当時の松井コレクションの梱包状況（2019年1月23日撮影）；b，作成した標本ラベル； 
c，チャック付きポリ袋に同封した標本ラベルと松井氏のメモ；d，作成したコンテナラベル．
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真（図２c），④レプリカとラベルの写真（図２d），⑤

内形雌型標本の写真（図２e），⑥外形雌型標本の写真

（図２f），⑦レプリカの写真（図２g），⑧内形雌型標本

ラベルの写真（図２h），⑨外形雌型標本ラベルの写真

（図２i），⑩レプリカラベルの写真（図２j），⑪内形雌

型標本の松井氏のメモの写真（図２k），⑫外形雌型標

本の松井氏のメモの写真（図２l）の最大12種類の写真

データを取得した．標本撮影の際には，Nikon D850デ

ジタルカメラおよび Micro-Nikkor 55mm F/2.8S レンズ

を使用した．

10�）データベース用に画像ファイル名の変更：それぞれ
GKP XXXXX（登録番号）_0X（データベース上の表

示順 ）_A（A: all; S: specimen; R: replica; L: label; M: 

memo）_.JPG）として保存した．

図２　松井コレクションの公開データベース用の写真の一例．
a，内形雌型標本・外形雌型標本・レプリカ・ラベル・メモの全ての写真（GKP 00053a_02_A1_.JPG）；b，内形雌型標本とラベル・メモ
の写真（GKP 00053a_03_A2_.JPG）；c，外形雌型標本とラベル・メモの写真（GKP 00053b_03_A2_.JPG）；d，レプリカとラベルの写真

（GKP 00053c_03_A2_.JPG）；e，内形雌型標本の写真（GKP 00053a_01_S_.JPG）；f，外形雌型標本の写真（GKP 00053b_01_S_.JPG）；g，
レプリカの写真（GKP 00053c_01_R_.JPG）；h，内形雌型標本ラベルの写真（GKP 00053a_04_L_.JPG）；i，外形雌型標本ラベルの写真

（GKP 00053b_04_L_.JPG）；j，レプリカラベルの写真（GKP 00053c_04_L_.JPG）；k，内形雌型標本の松井氏のメモの写真（GKP 
00053a_05_M_.JPG）；l，外形雌型標本の松井氏のメモの写真（GKP 00053b_05_M_.JPG）．
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結果

松井コレクションのアンモノイド化石（91標本）は８

科12属で構成されている（表２）．そのうち，綱木坂層

産のアンモノイド化石は88標本で少なくとも６科９属が

含まれており，それぞれ Sonninia sp.（20標本），Witchellia 

sp．（５標本），Cadomoceras sp.（３標本），Strigoceras 

sp.（６標本），Stephanoceras sp.（５標本），Normannites 

sp.（１標本），Emileia sp．（１標本），Holcophylloceras 

sp.（２標本），Nannolytoceras sp.（１標本）に同定され

た．その他，属あるいは科レベルの所属が不明の標本と

し て Ammonoidea fam., gen. et sp. indet.（ ４ 標 本 ），
Sonniniidae gen. et sp. indet.（22標 本 ），Haploceratoidea 

fam., gen. et sp. indet.（９標本），Stephanoceratoidea fam., 

gen. et sp. indet.（８標本），Calliphylloceratinae gen. et sp. 

indet.（１標本）が含まれていた．磯草層産の２標本は
Thurmanniceras sp. と Substeuroceras sp. に，長尾層産の１

標本は Leptosphinctes sp. に同定された．また，2019年〜

2021年にかけて，綱木坂層のアンモノイド化石産地を現

地調査した．その結果，松井コレクションが採集された

夜這路峠の横沢口林道沿いに位置する露頭（図３）は，

現在，金網で覆われており，詳しい岩相の観察や追加標

本の採集はできないことがわかった．一方，松井コレク

ションの産地から林道を挟んで向かい側の露頭および約

20 m 離れた場所にある小沢から，追加標本（Sonninia sp.，
Witchellia sp．，Strigoceras sp.，Stephanoceras sp.，Emileia 

sp．，Holcophylloceras sp.）が得られた（佐藤私信）．

まとめ

本研究では，宮城県産（３地点）のアンモノイド化石

（合計91標本）を含む松井コレクションを対象に標本整

理およびデータベース化を行った．本コレクションは国

内では数少ない中部ジュラ系から下部白亜系のアンモノ

イド化石コレクションであり，再採集が困難な地点から

採集されたまとまった数の化石標本群である点で重要で

ある．一方で，標本の分類学的な詳しい所属については

不明なものも多く，国内の他機関（例えば，東京大学総

合研究博物館・東北大学総合学術博物館）に収蔵されて

いる標本や，海外のタイプ標本との比較検討が今後の課

題である．

今回，整理を行った松井コレクションの基礎データお

よび画像データは，九州大学総合研究博物館のホームペー

表１　松井コレクションの標本リストの入力例．

図３　松井コレクションが採集された綱木坂層の露頭 
（ハンマー（中央）：32cm）．
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表２　松井コレクションのアンモノイド化石標本の同定結果と標本数．
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ジのデ ー タベ ー スに公開している（URL: https://
db.museum.kyushu-u.ac.jp/paleontology/?wb=abu&cl=65）．
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図版１
中部ジュラ系唐桑層群綱木坂層産のアンモノイド化石．1–2，Holcophylloceras sp.; 3，Calliphylloceratinae gen. et sp. indet.; 4–15，Sonninia sp.．1，GKP 00017; 
2，GKP 00018; 3，GKP 00019; 4，GKP 00020a; 5，GKP 00021b; 6，GKP 00022a; 7，GKP 00023a; 8，GKP 00024a; 9，GKP 00025; 10，GKP 00026c; 11，
GKP 00027c; 12，GKP 00028a; 13，GKP 00029; 14，GKP 00030b; 15，GKP 00031．5，10，11，14，レプリカ．スケールバーは1 cm．
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図版２
中部ジュラ系唐桑層群綱木坂層産のアンモノイド化石．1–8， Sonninia sp.; 9–13， Witchellia sp.．1， GKP 00032; 2， GKP 00033a; 3， GKP 00034; 4， GKP 00035; 5， GKP 
00036; 6， GKP 00037a; 7， GKP 00038a; 8， GKP 00039c; 9-1， GKP 00040; 9-2， GKP 00040; 10-1， GKP 00041; 10-2， GKP 00041; 11-1， GKP 00042; 11-2， GKP 00042; 
12-1， GKP 00043a; 12-2， GKP 00043a; 13-1， GKP 00044; 13-2， GKP 00044．9-2， 10-2， 11-2， 12-2， 13-2， ホワイトニングなし．8， レプリカ．スケールバーは1 cm．
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図版３
中部ジュラ系唐桑層群綱木坂層産のアンモノイド化石．1–22，Sonniniidae gen. et sp. indet.．1，GKP 00045c; 2，GKP 00046a; 3，GKP 00047a; 4，GKP 00048; 
5，GKP 00049; 6，GKP 00050a; 7，GKP 00051; 8，GKP 00052; 9，GKP 00053c; 10，GKP 00054a; 11，GKP 00055b; 12，GKP 00056; 13，GKP 00057; 14，
GKP 00058; 15，GKP 00059; 16，GKP 00060; 17，GKP 00061a; 18，GKP 00062; 19，GKP 00063; 20，GKP 00064b; 21，GKP 00065; 22，GKP 00066．1，
9，11，20，レプリカ．スケールバーは1 cm．
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図版４
中部ジュラ系唐桑層群綱木坂層産のアンモノイド化石．1–3， Cadomoceras sp.; 4–9， Strigoceras sp.; 10–18， Haploceratoidea fam., gen. et sp. indet.; 19–23， 
Stephanoceras sp.; 24， Normannites sp.; 25， Emileia sp.; 26–32， Stephanoceratoidea fam., gen. et sp. indet.; 33， Nannolytoceras sp.; 34–38， Ammonoidea fam., gen. et sp. 
indet.．1-1， GKP 00067a; 1-2， GKP 00067a; 2， GKP 00068a; 3， GKP 00069a; 4， GKP 00070a; 5， GKP 00071a; 6， GKP 00072a; 7， GKP 00073a; 8， GKP 00074; 9， 
GKP 00075b; 10， GKP 00076; 11， GKP 00077; 12， GKP 00078b; 13， GKP 00079; 14， GKP 00080; 15， GKP 00081a; 16， GKP 00082; 17， GKP 00083c; 18， GKP 
00084a; 19， GKP 00085b; 20， GKP 00086b; 21， GKP 00087c; 22， GKP 00088c; 23， GKP 00089; 24， GKP 00090a; 25， GKP 00091a; 26， GKP 00092c; 27， GKP 
00093a; 28， GKP 00094; 29， GKP 00095c; 30， GKP 00096; 31， GKP 00097b; 32， GKP 00098b; 33， GKP 00099b; 34， GKP 00100b; 35， GKP 00101; 36， GKP 
00102a; 37， GKP 00103a; 38， GKP 00104a．1-2， 2， 3， ホワイトニングなし．9， 12， 17， 19， 20–22， 26， 29， 31–34， レプリカ．スケールバーは1 cm．
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図版５
上部ジュラ系～下部白亜系唐桑層群磯草層産のアンモノイド化石と中～上部ジュラ系橋浦層群長尾層産のアンモノイド化石．1–2，磯草層産 ; 3，長尾層
産．1，Thurmanniceras sp.; 2，Substeuroceras sp.; 3，Leptosphinctes sp.．1，GKP 00105; 2，GKP 00106; 3，GKP 00107．スケールバーは1 cm．
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The Yoshitaka Matsui Collection donated to The Kyusyu University Museum

Shogo SATO1)*, Yasuhiro ITO2), Nozomu OYAMA3,4)

1)Graduate School of Life and Environmental Sciences, University of Tsukuba: 1-1-1 Tennodai, Tsukuba, Ibaraki, 305-8572, Japan 
2)Kyushu University Museum: 6-10-1 Hakozaki, Higashi-ku, Fukuoka, 812-8581, Japan 

3)Department of Dinosaur Paleontology and Geology, Faculty of Dinosaur Paleontology, Fukui Prefectural University:  
4-1-1 Matsuoka, Eiheiji, Fukui, 910-1195, Japan 

4)Fukui Prefectural Dinosaur Museum: 51-11 Terao, Muraoka, Katsuyama, Fukui, 911-8601, Japan 
* shogo.s.0111@gmail.com

The Middle Jurassic to Lower Cretaceous Karakuwa Group and the Middle to Upper Jurassic Hashiura Group distributed in 

Miyagi, Japan, are well known to yield many ammonoid fossils. In 2018, the Yoshitaka Matsui Collection, consisting of ammonoid fossil 

specimens from these groups was donated to the Kyushu University Museum by Mr. Yoshitaka Matsui of the Tokai Fossil Society (here-

after these donated specimens are referred to as the Matsui Collection). Herein we prepared a database for this collection including 

detailed information (systematic affiliation, locality, photographs, etc.). In addition, we surveyed the locality of the Tsunakizaka 

Formation where donated specimens were collected. The collection consists of specimens from three formations: the Tsunakizaka 

Formation (Karakuwa Group; Kesennuma, Miyagi), the Isokusa Formation (Karakuwa Group; Kesennuma, Miyagi), and the Nagao 

Formation (Hashiura Group; Ishinomaki, Miyagi). The ammonoid fossils from the Tsunakizaka Formation were the most numerous, 

consisting of 88 specimens (six families and nine genera with five open nomenclature). Two specimens from the Isokusa Formation 

belong to two genera (Thurmanniceras sp. and Substeuroceras sp.). One specimen of Leptosphinctes sp. was collected from the Nagao 

Formation. Our field survey revealed that additional specimens from the original locality were difficult to collect due to forest road pave-

ments. Therefore the collection is one of the few comparative specimens and is suitable for taxonomic and stratigraphic studies of 

ammonoids from the Tsunakizaka Formation. The collection is expected to be utilized for future specimen reviews and comparative 

studies with specimens from other institutions. The organized Matsui Collection is accessible through a database on the Kyushu 

University Museum’s website. The Matsui Collection is available for anyone to use for research.

Key words: �Isokusa Formation, Karakuwa Group, Jurassic, Tsunakizaka Formation, Database, Nagao Formation, Cretaceous, 

Hashiura Group, Bajocian




